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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦方向に前胴周り域および後胴周り域と、それら胴周り域の間に位置する股下域とを有
し、肌当接側に位置する透液性表面シートと、肌非当接側に位置する不透液性裏面シート
と、それらシートの間に介在して前記前後胴周り域間に延びる所定厚みの吸液性コアとか
ら構成され、排泄物を吸収保持するパッドの少なくとも中央部を位置させる凹陥状のパッ
ド配置部を前記表面シートに備え、前記パッドとともに着用する使い捨て着用物品におい
て、
　前記パッド配置部は、前記コアを除く前記表裏面シートから形成されて該コアに囲まれ
ていて、前記前後胴周り域と前記股下域とのうちの少なくとも該股下域の横方向中央に画
成され、横方向へ離間対向するとともに縦方向へ延びる第１伸縮性弾性部材と第２伸縮性
弾性部材が、前記パッド配置部を縦断して収縮可能に取り付けられ、前記第１および第２
伸縮性弾性部材が、前記物品の横方向内方へ向かって弧を画き、前記第１および第２伸縮
性弾性部材の横方向の離間寸法が、前記パッド配置部の縦方向中央で最小になり、前記第
１および第２伸縮性部材の縦方向両端部が、前記前後胴周り域に位置する前記コアの下面
の側に延び、前記弾性部材の伸長応力が、０．１～４．０Ｎの範囲にあり、
　前記表面シートが、前記パッド配置部を囲む前記コアの内周壁に沿って該コアの上面か
ら下面に向かって延び、前記配置部に位置する前記表裏面シートが、前記コアの下面の側
で互いに固着され、前記コアの厚み寸法に応じた段差が、前記コアの上面と前記配置部と
の間に形成され、
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　前記配置部の剛性値が０．１～２．０ｍＮ・ｃｍの範囲にあることを特徴とする前記着
用物品。
【請求項２】
　前記パッド配置部が、縦方向へ長い矩形を有し、前記配置部の横方向の長さ寸法が、前
記パッドの横方向のそれと同一または該パッドの横方向のそれよりもわずかに大きい請求
項１記載の着用物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、排泄物を吸収保持するパッドを載せ、パッドとともに着用する使い捨て着用
物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　縦方向に前胴周り域および後胴周り域と、それら胴周り域の間に位置する股下域とを有
し、透液性表面シートおよび不透液性裏面シートと、それらシートの間に介在して前後胴
周り域間に延びる吸液性コアとから構成され、排泄物を吸収保持するパッドを表面シート
の外面に載せてパッドとともに着用する使い捨て着用物品がある（特許文献１参照）。
【０００３】
　この物品の股下域の横方向中央には、パッドを配置する凹陥領域が形成されている。凹
陥領域は、コアを除く表裏面シートから形成され、縦方向へ長い略矩形を呈する。凹陥領
域の周縁には、環状に延びる伸縮性弾性部材が収縮可能に取り付けられている。この物品
は、弾性部材の収縮力が凹陥領域の面積を縮小させるように作用し、その作用によって凹
陥領域が物品の厚み方向下方へ向かって凹むので、パッドを凹陥領域に嵌め込むことがで
き、物品の着用中におけるパッドのずれ動きを防ぐことができる。
【特許文献１】特開２００３－１１６９１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に開示の物品では、パッドの厚み寸法が凹陥領域の深さ寸法よりも小さいと
、パッドが凹陥領域に嵌め込まれたときに、パッドの肌当接面が表面シートの下方に位置
するので、パッドと着用者の肌との間に隙間が生じ、パッドを着用者の肌に密着させるこ
とができない。この物品では、パッドを着用者の肌に密着させるため、パッドの肌当接面
が表面シートの上方に位置するようにパッドの厚み寸法を凹陥領域の深さ寸法よりも大き
くすると、物品の着用中にパッドが嵩張って着用者に違和感を与える。
【０００５】
　本発明の目的は、パッドを着用者の肌に密着させることができ、着用者に違和感を与え
ることがない使い捨て着用物品を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するための本発明の前提は、縦方向に前胴周り域および後胴周り域と、
それら胴周り域の間に位置する股下域とを有し、肌当接側に位置する透液性表面シートと
、肌非当接側に位置する不透液性裏面シートと、それらシートの間に介在して前記前後胴
周り域間に延びる所定厚みの吸液性コアとから構成され、排泄物を吸収保持するパッドの
少なくとも中央部を位置させる凹陥状のパッド配置部を表面シートに備え、前記パッドと
ともに着用する使い捨て着用物品である。
【０００７】
　前記前提における本発明の特徴は、パッド配置部は、コアを除く表裏面シートから形成
されて該コアに囲まれていて、前後胴周り域と股下域とのうちの少なくとも該股下域の横
方向中央に画成され、縦方向へ延びる複数の伸縮性弾性部材が、配置部に収縮可能に取り
付けられていることにある。この物品は、それを着用すると、弾性部材が着用者の股間部
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でＵ字状に湾曲し、弾性部材が股間部から着用者の腹部と臀部とに向かって延びる。この
物品では、弾性部材の収縮力が配置部に作用し、弾性部材の収縮力によってパッド配置部
が着用者の股間部に向かって吊り上げられ、それにともなって配置部に載せたパッドが物
品の厚み方向上方へ持ち上げられる。
【０００８】
　本発明は、以下の実施態様を有する。
（１）物品では、伸縮性弾性部材がパッド配置部を縦断し、弾性部材の縦方向両端部が前
後胴周り域に位置するコアの下面の側に延びている。この態様の物品は、弾性部材の収縮
力によって前後胴周り域に位置するコアが着用者の腹部と臀部とに押し当てられる。
（２）物品では、伸縮性弾性部材が横方向へ離間対向して延びる第１伸縮性弾性部材と第
２伸縮性弾性部材とから構成されている。この態様の物品は、第１および第２伸縮性弾性
部材の収縮力がパッド配置部の略全体に作用し、それら弾性部材の収縮力によって配置部
全体が着用者の股間部に向かって吊り上げられ、それにともなって配置部に載せたパッド
全体が物品の厚み方向上方へ持ち上げられる。
（３）物品では、第１および第２伸縮性弾性部材が物品の横方向内方へ向かって弧を画き
、第１および第２伸縮性弾性部材の横方向の離間寸法がパッド配置部の縦方向中央で最小
になっている。この態様の物品は、第１および第２伸縮性弾性部材の収縮力がパッド配置
部の略全体に作用することはもちろん、それら伸縮性弾性部材が着用者の股間部の湾曲に
沿って伸長するので、配置部が股間部に向かって確実に吊り上げられ、それにともなって
配置部に載せたパッドが股間部に向かって持ち上げられる。
（４）物品は、表面シートがパッド配置部を囲むコアの内周壁に沿って該コアの上面から
下面に向かって延び、配置部に位置する表裏面シートがコアの下面の側で互いに固着され
、コアの厚み寸法に応じた段差がコアの上面と配置部との間に形成されている。この態様
の物品は、パッド配置部に載せたパッドのずれ動きがコアの内周壁によって阻止される。
（５）物品は、パッド配置部が縦方向へ長い矩形を有し、配置部の横方向の長さ寸法がパ
ッドの横方向のそれと同一または該パッドの横方向のそれよりもわずかに大きい。この態
様の物品は、パッド配置部に載せたパッドの横方向へのずれ動きがコアの内周壁によって
阻止される。
（６）物品では、第１および第２伸縮性弾性部材の伸長応力が０．１～４．０Ｎの範囲に
ある。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る使い捨て着用物品によれば、それを着用すると、伸縮性弾性部材の収縮力
によってパッド配置部が着用者の股間部に向かって吊り上げられるとともに、パッドが物
品の厚み方向上方へ持ち上げられるので、パッドを着用者の肌に密着させることができ、
パッドと着用者の肌との間に隙間が生じることはなく、排泄物をパッドに確実に吸収保持
させることができる。
【００１０】
　伸縮性弾性部材の縦方向両端部が前後胴周り域に位置するコアの下面の側に延びている
物品は、それを着用すると、伸縮性弾性部材の収縮力によって前後胴周り域に位置するコ
アが着用者の腹部と臀部とに押し当てられ、それら胴周り域に位置するコアを着用者の肌
に密着させることができる。
【００１１】
　伸縮性弾性部材が横方向へ離間対向して延びる第１伸縮性弾性部材と第２伸縮性弾性部
材とから形成された着用物品は、第１および第２伸縮性弾性部材の収縮力がパッド配置部
の略全体に作用し、それら伸縮性弾性部材の収縮力によって配置部全体が着用者の股間部
に向かって吊り上げられ、それにともなって配置部に載せたパッド全体が物品の厚み方向
上方へ持ち上げられるので、パッド全体を着用者の肌に密着させることができる。
【００１２】
　第１および第２伸縮性弾性部材が物品の横方向内方へ向かって弧を画き、それら伸縮性
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弾性部材の横方向の離間寸法が配置部の縦方向中央で最小になっている物品では、それら
伸縮性弾性部材の収縮力がパッド配置部の略全体に作用し、それら伸縮性弾性部材の収縮
力によって配置部全体が着用者の股間部に向かって吊り上げられ、それにともなって配置
部に載せたパッド全体が物品の厚み方向上方へ持ち上げられる。この物品は、それら伸縮
性弾性部材が着用者の股間部の湾曲に沿って伸長し、パッド配置部が股間部に向かって吊
り上げられ、それにともなってパッドが着用者の股間部に向かって持ち上げられるので、
パッドを股間部に確実に密着させることができる。
【００１３】
　コアの厚み寸法に応じた段差がコアの上面とパッド配置部との間に形成された物品では
、配置部に載せたパッドのずれ動きがコアの内周壁によって阻止されるので、物品の着用
中にパッドが配置部から不用意にずれ動いてしまうことがない。この物品は、パッドに着
用者の体圧がかかると、パッド配置部を物品の厚み方向下方へ押し下げる力がパッドから
配置部に作用し、配置部が伸縮性弾性部材の収縮力に抗して物品の厚み方向下方へ凹み、
それにともなってパッドが物品の厚み方向下方へ下がるので、パッドが嵩張ることはなく
、着用した物品に対する違和感がない。
【００１４】
　パッド配置部の横方向の長さ寸法がパッドの横方向のそれと同一または該パッドの横方
向のそれよりもわずかに大きい物品は、パッドを配置部に載せたときにパッドの両側部が
コアの内周壁の内側に位置し、コアの内周壁によってパッドの横方向へのずれ動きが阻止
されるので、物品の着用中におけるパッドの横方向のずれ動きを防ぐことができる。
【００１５】
　第１および第２伸縮性弾性部材の伸長応力が０．１～４．０Ｎの範囲にある物品では、
第１および第２伸縮性弾性部材の収縮力がパッド配置部に十分に作用し、それら伸縮性弾
性部材の収縮力によって配置部を着用者の股間部に向かって確実に吊り上げることができ
るとともに、パッドを物品の厚み方向上方へ確実に持ち上げることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　添付の図面を参照し、本発明に係る使い捨て着用物品の詳細を説明すると、以下のとお
りである。
【００１７】
　図１，２は、パッド４３を配置部３６に載せた状態で示す使い捨て着用物品２０Ａの斜
視図と、パッド４３を載せる以前の状態で示す図１の物品２０Ａの平面図とであり、図３
，４は、図１の３－３線矢視断面図と、図１の４－４線矢視断面図とである。図１，２で
は、横方向を矢印Ｌ、縦方向を矢印Ｍで示し、厚み方向を矢印Ｎ（図１のみ）で示す。図
２は、弾性部材４０，４１，５４，５７，６０の収縮力に抗して物品２０Ａを縦横方向へ
展開させた状態で示す。なお、表裏面シート２６，２７や防漏シート２８の内面とは、コ
ア２９に対向する面をいい、それらシート２６，２７，２８の外面とは、コア２９に非対
向の面をいう。また、パッド４３を形成する表裏面シート４４，４５の内面とは、パッド
４３を形成するコア４６に対向する面をいい、それらシート４４，４５の外面とは、コア
４６に非対向の面をいう。
【００１８】
　物品２０Ａは、横方向へ延びる両端部２１と、縦方向へ延びる両側部２２とを有すると
ともに、縦方向に前胴周り域２３および後胴周り域２５と、それら胴周り域２３，２５の
間に位置する股下域２４とを有する。物品２０Ａは、肌当接側に位置する透液性表面シー
ト２６と、肌非当接側に位置する不透液性裏面シート２７と、横方向に離間対向して縦方
向へ延びる一対の不透液性防漏シート２８と、表裏面シート２６，２７の間に介在してそ
れらシート２６，２７の内面に接合された所定厚みの吸液性コア２９とから構成されてい
る。股下域２４の両側部２２は、物品２０Ａの横方向内方へ向かって弧を画いている。物
品２０Ａは、図２に示すように、その平面形状が砂時計型を呈する。物品２０Ａは、着用
時に前後胴周り域２３，２５の両側部２２を連結するオープン型の使い捨ておむつであり
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、排泄物を吸収保持するパッド４３を表面シート２６の外面に載せ、パッド４３とともに
着用する。
【００１９】
　表面シート２６は、親水性繊維不織布３０から形成されている。裏面シート２７は、通
気不透液性プラスチックフィルム３１と疎水性繊維不織布３２とをラミネートした複合シ
ートから形成されている。防漏シート２８は、撥水処理が施された疎水性繊維不織布３３
から形成されている。コア２９は、粒子状または繊維状の高吸収性ポリマーとフラッフパ
ルプとの混合物、または、粒子状または繊維状の高吸収性ポリマーとフラッフパルプと熱
可塑性合成樹脂繊維との混合物である。コア２９は、所定の厚みに圧縮され、その剛性が
表裏面シート２６，２７や防漏シート２８のそれよりも高い。コア２９は、それの型崩れ
を防止するため、全体がティッシュペーパー（図示せず）に包被されている。コア２９は
、前後胴周り域２３，２５と股下域２４とに位置し、横方向へ延びる両端縁３４と、縦方
向へ延びる両側縁３５とを有する。
【００２０】
　前後胴周り域２３，２５と股下域２４との横方向中央には、パッド４３を載せるパッド
配置部３６が画成されている。配置部３６は、その平面形状が縦方向へ長い矩形を呈し、
股下域２４から前胴周り域２３の後半分と後胴周り域２５の前半部とに延びている。配置
部３６は、コア２９を除く表面シート２６と裏面シート２７とから形成され、コア２９の
内周壁３７に囲まれている。配置部３６は、前後胴周り域２３，２５に位置して横方向へ
延びる両端縁３８と、両端縁３８間に位置して縦方向へ延びる両側縁３９とを有する。配
置部３６は、両側縁３８間の横方向の長さ寸法がパッド４３の横方向のそれと同一または
パッド４３の横方向のそれよりもわずかに大きく、両端縁３９間の縦方向の長さ寸法がパ
ッド４３の縦方向のそれと同一またはパッド４３の縦方向のそれよりもわずかに大きい。
【００２１】
　表面シート２６は、配置部３６を囲むコア２９の内周壁３７に沿ってコア２９の上面か
ら下面に向かって延び、その内面がコア２９の内周壁３７に固着されている。配置部３６
では、表裏面シート２６，２７の内面どうしがコア２９の下面の側で互いに固着されてい
る。配置部３６はコア２９の下面の側に位置し、コア２９の上面と配置部３６との間には
コア２９の厚み寸法に応じた段差が形成されている。配置部３６には、縦方向へ直状に延
びる複数条の第１伸縮性弾性部材４０および第２伸縮性弾性部材４１が収縮可能に取り付
けられている。なお、配置部３６の形状を図示の矩形に限定するものではなく、配置部３
６に楕円形や菱形、台形等の他の形状を採用することもできる。
【００２２】
　第１および第２弾性部材４０，４１は、配置部３６の両側縁３９の内側に配置され、横
方向へ離間対向して並んでいる。第１および第２弾性部材４０，４１は、配置部３６を縦
断し、配置部３６の両端縁３８を越えて前胴周り域２３の前半分と後胴周り域２５の後半
分とに達している。それら弾性部材４０，４１は、表面シート２６と裏面シート２７との
間に介在し、縦方向へ所定の倍率に伸長させた状態でそれらシート２６，２７の内面に固
着されている。第１および第２弾性部材４０，４１の縦方向両端部４２は、前後胴周り域
２３，２５に位置するコア２９の下面に延びており、裏面シート２７の内面とコア２９の
下面との間に介在し、裏面シート２７の内面に固着されている。なお、それら弾性部材４
０，４１は、糸条であるが、糸状の他に、帯状の弾性部材を使用することもできる。
【００２３】
　パッド４３は、肌当接側に位置する透液性表面シート４４と、肌非当接側に位置する不
透液性裏面シート４５と、表裏面シート４４，４５の間に介在してそれらシート４４，４
５の内面に接合された所定厚みの吸液性コア４６とから形成されている。パッド４３は、
縦方向へ長い略矩形を呈し、横方向へ延びる両端部４７と、縦方向へ延びる両側部４８と
を有する。パッド４３を形成するコア４６の厚み寸法は、物品２０Ａを形成するコア２９
のそれと略同一である。パッド４３の両端部４７と両側部４８とでは、表裏面シート４４
，４５が重なり合い、それらシート４４，４５の内面どうしが固着されている。表面シー
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ト４４は親水性繊維不織布４９から形成され、裏面シート２７は疎水性繊維不織布５０か
ら形成されている。コア４６は、物品２０Ａのそれと同一の混合物であって、その全体が
ティッシュペーパー（図示せず）に包被されている。なお、パッド４３は、コア４６と、
コア４６の全体を包被する透液性シートとから形成されていてもよい。
【００２４】
　防漏シート２８は、表面シート２６の外面の側に配置されている。防漏シート２８は、
両側部２２に位置して縦方向へ延びる固定側部５１と、固定側部５１に並行して縦方向へ
延びていて表面シート２６の上方へ起立性向を有する自由部５２と、両端部２１に位置し
て物品２０Ａの横方向内方へ倒伏した固定両端部５３とから形成されている。固定側部５
１と自由部５２とは、物品２０Ａの両端部２１間に延びている。自由部５２の上方には、
縦方向へ延びる伸縮性弾性部材５４が収縮可能に取り付けられている。弾性部材５４は、
縦方向へ所定の倍率に伸長された状態で自由部５２に固着されている。防漏シート２８で
は、弾性部材５４の収縮力によって自由部５２が縦方向へ収縮し、自由部５２が表面シー
ト２６の上方へ起立して排泄物に対する障壁を形成する。
【００２５】
　両端部２１は、コア２９の端縁３４から縦方向外方へ延びる表裏面シート２６，２７の
端部５５，５６と防漏シート２８の固定端部５３とから形成されている。両端部２１では
、表裏面シート２６，２７の端部５５，５６と防漏シート２８の端部５３とが重なり合い
、表裏面シート２６，２７の内面どうしが固着され、表面シート２６の外面と防漏シート
２８の内面とが固着されている。端部２１には、コア２９の端縁３４の縦方向外方に位置
して横方向へ延びる複数条の胴周り用弾性部材５７が収縮可能に取り付けられている。胴
周り用弾性部材５７は、表面シート２６の端部５５と裏面シート２７の端部５６と間に介
在し、横方向へ所定の倍率に伸長させた状態でそれらシート２６，２７の内面に固着され
ている。
【００２６】
　両側部２２は、コア２９の側縁３５から横方向外方へ延びる表裏面シート２６，２７の
側部５８，５９と防漏シート２８の固定側部５１とから形成されている。両側部２２では
、表面シート２６の側部５８がコア２９の側縁３５から横方向外方へわずかに延び、側部
５８からさらに横方向外方へ裏面シート２７の側部５９と防漏シート２８の側部５１とが
延びている。両側部２２では、表裏面シート２６，２７の側部５８，５９と防漏シート２
８の側部５１とが重なり合い、表裏面シート２６，２７の内面どうしが固着され、表裏面
シート２６，２７の内外面と防漏シート２８の内面とが固着されている。両側部２２には
、コア２９の側縁３５の横方向外方に位置して縦方向へ延びる複数条の脚周り用弾性部材
６０が収縮可能に取り付けられている。脚周り用弾性部材６０は、裏面シート２７の側部
５９と防漏シート２８の固定側部５１との間に介在し、横方向へ所定の倍率に伸長させた
状態でそれらシート２７，２８の内面に固着されている。
【００２７】
　後胴周り域２５の両側部２２には、繊維不織布から形成された可撓性のテープファスナ
６１が取り付けられている。テープファスナ６１は、横方向へ延びる固定端部６２と自由
端部６３とを有する。固定端部６２は、裏面シート２７の側部５９と防漏シート２８の固
定側部５１との間に介在し、それらシート２７，２８の内面に固着されている。自由端部
６３には、フック部材６４が取り付けられている。なお、自由端部６３には、フック部材
６４ではなく、剥離紙に被覆された粘着剤が塗布されていてもよい。
【００２８】
　前胴周り域２３には、テープファスナ６１の自由端部６３を着脱可能に止着する可撓性
のターゲットテープ６５が取り付けられている。ターゲットテープ６５は、横方向へ長い
矩形を呈し、プラスチックフィルム６６と、フィルム６６に取り付けられたループ部材６
７とから形成されている（図５参照）。ターゲットテープ６５は、それを形成するフィル
ム６６が裏面シート２７の外面に固着されている。テープファスナ６１の自由端部６３に
粘着剤を塗布する場合は、ターゲットテープ６５にプラスチックフィルムが使用される。
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【００２９】
　図５，６は、着用状態で示す図１の物品２０Ａの斜視図と、図５の６－６線矢視断面図
とである。図６では、着用者を二点鎖線で示す。この物品２０Ａを着用する手順は、以下
のとおりである。表面シート２６の外面とパッド４３の裏面シート４５の外面とが当接す
るように、配置部３６にパッド４３を載せる。パッド４３を配置部３６に載せると、パッ
ド４３の両端部４７が配置部３６の両端縁３８の内側に位置し、パッド４３の両側部４８
が配置部３６の両側縁３９の内側に位置する。パッド４３を配置部３６に載せた後、着用
者の臀部７４を後胴周り域２５に載せ、股下域２４を折り曲げて前胴周り域２３を腹部７
２の上に載せる。次に、後胴周り域２５の両側部２２を前胴周り域２３の両側部２２の外
側に重ね合わせ、フック部材６４を介してテープファスナ６１の自由端部６３をターゲッ
トテープ６５に止着して前胴周り域２３と後胴周り域２５とを連結する。前後胴周り域２
３，２５が連結された物品２０Ａには、胴周り開口６８とその下方に一対の脚周り開口６
９とが形成される。物品２０Ａは、前胴周り域２３が着用者の腹部７２に当接し、股下域
２４が股間部７３に当接するとともに、後胴周り域２５が臀部７４と背部７５とに当接す
る。物品２０Ａの着用中に排泄された排泄物は、パッド４３の表面シート４４を透過して
コア４６に吸収される。
【００３０】
　物品２０Ａは、それを着用すると、第１および第２弾性部材４０，４１が着用者の股間
部７３でＵ字状に湾曲し、それら弾性部材４０，４１が股間部７３から着用者の腹部７２
と臀部７４とに向かって延びる。物品２０Ａは、第１および第２弾性部材４０，４１の収
縮力が配置部３６の略全体に作用し、配置部３６が着用者の股間部７３に向かって吊り上
げられるとともに、配置部３６に載せたパッド４３全体が物品２０Ａの厚み方向上方へ持
ち上げられる。物品２０Ａは、弾性部材４０，４１の収縮力によって持ち上げられたパッ
ド４３の肌当接面が表面シート２６の上方に位置するので、パッド４３が着用者の肌に密
着し、パッド４３と着用者の肌との間に隙間が生じることはなく、排泄物をパッド４３に
確実に吸収保持させることができる。物品２０Ａでは、パッド４３の両端部４７と両側部
４８とから漏れた排泄物が物品２０Ａの表面シート２６を透過して配置部３６を囲むコア
２９に吸収されるので、排泄物が物品２０Ａの外側に漏れてしまうことはない。
【００３１】
　物品２０Ａは、弾性部材４０，４１の収縮力によってパッド４３が物品２０Ａの厚み方
向上方へ持ち上げられるので、パッド４３のコア４６の厚み寸法を物品２０Ａのコア２９
の厚み寸法よりも小さくしたとしても、パッド４３を着用者の肌に密着させることができ
、パッド４３にコア２９よりも厚み寸法の小さいコア４６を使用することができ、パッド
４３の嵩張りを防ぐことができる。物品２０Ａは、第１および第２弾性部材４０，４１の
縦方向両端部４２が前後胴周り域２３，２５に位置するコア２９の下面に延びているので
、それら弾性部材４０，４１の収縮力によって前後胴周り域２３，２５に位置するコア２
９を着用者の肌に押し当てることができる。
【００３２】
　物品２０Ａは、コア２９の上面と配置部３６との間に物品２０Ａの厚み方向へ段差が生
じ、パッド４３の両端部４７と両側部４８とがコア２９の内周壁３７の内側に位置してい
るので、コア２９の内周壁３７によってパッド４３の縦横方向へのずれ動きが阻止され、
物品２０Ａの着用中におけるパッド４３の不用意なずれ動きを防ぐことができる。また、
物品２０Ａは、パッド４３に着用者の体圧がかかると、配置部３６を物品２０Ａの厚み方
向下方へ押し下げる力がパッド４３から配置部３６に作用し、配置部３６が弾性部材４０
，４１の収縮力に抗して物品２０Ａの厚み方向下方へ凹み、それにともなってパッド４３
が物品２０Ａの厚み方向下方へ下がるので、パッド４３が嵩張ることはなく、着用した物
品２０Ａに対する違和感がない。
【００３３】
　物品２０Ａでは、配置部３６の剛性値が０．１～２．０ｍＮ・ｃｍの範囲、好ましくは
、０．８～１．５ｍＮ・ｃｍの範囲にある。配置部３６の剛性値が０．１ｍＮ・ｃｍ未満
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では、弾性部材４０，４１の伸長応力にもよるが、弾性部材４０，４１の収縮力によって
配置部３６が縦方向へ必要以上に縮み、物品２０Ａの縦寸法を縮めてしまう場合がある。
配置部３６の剛性値が２．０ｍＮ・ｃｍを超過すると、弾性部材４０，４１の収縮力が配
置部３６の剛性によって妨げられ、弾性部材４０，４１の収縮力を利用することができず
、配置部３６に載せたパッド４３を物品２０Ａの厚み方向上方へ持ち上げることができな
い。なお、配置部３６の剛性値は、ガーレ法（ＪＩＳ Ｌ １０９６－０１－８.２０.１）
に準拠して測定した。その測定方法は、以下のとおりである。
（１）物品２０Ａから配置部３６を裁断し、縦寸法２５．０ｍｍ×横寸法３８．０ｍｍの
測定用サンプルを作成する。剛性値の測定には、ガーレ柔軟度試験機を使用する。
（２）サンプルの縦方向一端部を試験機のチャックに挟み、サンプルの縦方向他端部を試
験機の振り子にかけ、試験機の目盛りが３～６の間になるように補助重りを取り付ける。
試験機のスイッチを入れ、サンプルから振り子の回転ロッドが離れる瞬間の目盛りを読み
、第１剛性値を測定する。次に、サンプルの縦方向他端部を試験機のチャックに挟み、サ
ンプルの縦方向一端部を試験機の振り子にかけ、試験機の目盛りが３～６の間になるよう
に補助重りを取り付ける。試験機のスイッチを入れ、サンプルから振り子の回転ロッドが
離れる瞬間の目盛りを読み、第２剛性値を測定する。測定した第１および第２剛性値の平
均をサンプルの剛性値とする。測定したサンプルの剛性値は０．１～２．０ｍＮ・ｃｍで
あり、サンプルの剛性値を配置部３６の剛性値とする。
【００３４】
　物品２０Ａでは、第１および第２弾性部材４０，４１の伸長応力が０．１～４．０Ｎの
範囲にある。弾性部材４０，４１の伸長応力は、弾性部材１本の伸長応力である。弾性部
材４０，４１の伸長応力が０．１Ｎ未満では、配置部３６の剛性値にもよるが、弾性部材
４０，４１の収縮力が配置部３６に作用せず、弾性部材４０，４１の収縮力を利用して配
置部３６に載せたパッド４３を物品２０Ａの厚み方向上方へ持ち上げることができない。
弾性部材４０，４１の伸長応力が４．０Ｎを超過すると、弾性部材４０，４１の収縮力に
よって配置部３６が縦方向へ必要以上に縮み、物品２０Ａの縦寸法を縮めてしまう場合が
ある。なお、弾性部材４０，４１の伸長応力は、以下の方法で測定した。
（１）物品２０Ａに使用した弾性部材４０，４１と同一のそれを測定用サンプル（１本）
として用意する。伸長応力測定には、島津製作所社製の引張り試験機を使用した。
（２）サンプルの縦方向両端部を引張り試験機のチャックで挟み（チャックによるサンプ
ルの挟み寸法：約１０ｍｍ、サンプルのチャック間寸法：約１００ｍｍ）、１００ｍｍ／
ｍｉｎの速度でサンプルを縦方向へ引っ張り、サンプルを３００％まで伸長させた後、伸
長状態を解除する。再度、試験機を介して１００ｍｍ／ｍｉｎの速度でサンプルを縦方向
へ引っ張り、サンプルを２００％まで伸長させ、そのときの試験機にかかる力を測定する
。サンプルの伸長応力は０．１～４．０Ｎであり、サンプルの伸長応力を弾性部材４０，
４１の１本の伸長応力とする。ここで、サンプルを２００％まで伸長させるとは、たとえ
ば、サンプルのチャック間寸法が１００ｍｍの場合、サンプルを１００ｍｍに２．０を乗
じた値である約２００ｍｍまで伸ばすことである。
【００３５】
　図７，８は、パッド４３を配置部３６に載せた状態で示す他の一例の使い捨て着用物品
２０Ｂの斜視図と、パッド４３を載せる以前の状態で示す図７の物品２０Ｂの平面図とで
あり、図９，１０は、図７の９－９線矢視断面図と、図７の１０－１０線矢視断面図とで
ある。図７，８では、横方向を矢印Ｌ、縦方向を矢印Ｍで示し、厚み方向を矢印Ｎ（図７
のみ）で示す。図８は、弾性部材４０，４１，５４，５７，６０の収縮力に抗して物品２
０Ｂを縦横方向へ展開させた状態で示す。
【００３６】
　物品２０Ｂは、横方向へ延びる両端部２１と、縦方向へ延びる両側部２２とを有すると
ともに、縦方向に前胴周り域２３および後胴周り域２５と、それら胴周り域２３，２５の
間に位置する股下域２４とを有する。物品２０Ｂは、透液性表面シート２６および不透液
性裏面シート２７と、縦方向へ延びる一対の不透液性防漏シート２８と、表裏面シート２
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６，２７の間に介在してそれらシート２６，２７の内面に接合された吸液性コア２９とか
ら構成されている。物品２０Ｂは、図１のそれと同様のオープン型の使い捨ておむつであ
り、排泄物を吸収保持するパッド４３を表面シート２６の外面に載せ、パッド４３ととも
に着用する。
【００３７】
　表面シート２６は、親水性繊維不織布３０から形成されている。裏面シート２７は、図
１のそれと同一の複合シートから形成されている。防漏シート２８は、撥水処理が施され
た疎水性繊維不織布３３から形成されている。コア２９は、図１のそれと同一の混合物で
あり、前後胴周り域２３，２５と股下域２４とに位置し、横方向へ延びる両端縁３４と、
縦方向へ延びる両側縁３５とを有する。パッド４３は、図１のそれと同一であり、透液性
表面シート４４および不透液性裏面シート４５と、それらシート４４，４５の間に介在す
る所定厚みの吸液性コア４６とから形成され、横方向へ延びる両端部４７と、縦方向へ延
びる両側部４８とを有する。
【００３８】
　前胴周り域２３と股下域２４との横方向中央には、パッド４３を載せるパッド配置部３
６が画成されている。配置部３６は、縦方向へ長い略矩形を呈し、股下域２４から前胴周
り域２３の後半分に延びている。配置部３６は、コア２９を除く表面シート２６と裏面シ
ート２７とから形成され、コア２９の内周壁３７に囲まれている。配置部３６は、横方向
へ延びる両端縁３８と、縦方向へ延びる両側縁３９とを有し、両側縁３９間の横方向の長
さ寸法がパッド４３の横方向のそれと同一またはパッド４３の横方向のそれよりも大きく
、両端縁３８間の縦方向の長さ寸法がパッド４３の縦方向のそれよりも小さい。
【００３９】
　表面シート２６は、コア２９の内周壁３７に沿ってコア２９の上面から下面に向かって
延び、その内面がコア２９の内周壁３７に固着されている。配置部３６では、表裏面シー
ト２６，２７の内面どうしがコア２９の下面の側で互いに固着されている。配置部３６は
コア２９の下面の側に位置し、コア２９の上面と配置部３６との間にはコア２９の厚み寸
法に応じた段差が形成されている。配置部３６には、物品２０Ｂの横方向内方へ弧を画い
て縦方向へ延びる複数条の第１および第２伸縮性弾性部材４０，４１が収縮可能に取り付
けられている。
【００４０】
　第１および第２弾性部材４０，４１は、配置部３６の両側縁３８の内側に配置され、横
方向へ離間対向して並んでいる。第１および第２弾性部材４０，４１の横方向の離間寸法
は、配置部３６の縦方向中央で最小となっている。それら弾性部材４０，４１は、配置部
３６を縦断し、配置部３６の両端縁３９を越えて前胴周り域２３の前半分と後胴周り域２
５とに達している。配置部３６に延びるそれら弾性部材４０，４１は、表面シート２６と
裏面シート２７との間に介在し、それらシートの内面に固着されている。それら弾性部材
４０，４１の縦方向両端部４２は、前後胴周り域２３，２５に位置するコア２９の下面に
延びており、裏面シート２７の内面とコア２９の下面との間に介在し、裏面シート２７の
内面に固着されている。
【００４１】
　防漏シート２８は、両側部２１に位置して縦方向へ延びる固定側部５１と、表面シート
２６の上方へ起立性向を有して縦方向へ延びる自由部５２と、両端部２２に位置して物品
２０Ｂの横方向内方へ倒伏した固定両端部５３とから形成されている。自由部５２の上方
には、縦方向へ延びる伸縮性弾性部材５４が収縮可能に取り付けられている。防漏シート
２８では、弾性部材５４の収縮力によって表面シート２６の上方へ起立した自由部５２が
排泄物に対する障壁を形成する。
【００４２】
　両端部２１は、コア２９の端縁３４から縦方向外方へ延びる表裏面シート２６，２７の
端部５５，５６と防漏シート２８の固定端部５３とから形成されている。両端部２１では
、端部５５，５６と固定端部５３とが重なり合い、表裏面シート２６，２７の内面どうし
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が固着され、表面シート２６の外面と防漏シート２８の内面とが固着されている。端部２
１には、横方向へ延びる複数条の胴周り用弾性部材５７が収縮可能に取り付けられている
。
【００４３】
　両側部２２は、コア２９の側縁３５から横方向外方へ延びる表裏面シート２６，２７の
側部５８，５９と防漏シート２８の固定側部５１とから形成されている。両側部２２では
、側部５８がコア２９の側縁３５から横方向外方へわずかに延び、側部５８からさらに横
方向外方へ側部５９と側部５１とが延びている。両側部２２では、側部５１，５８，５９
が重なり合い、表裏面シート２６，２７の内面どうしが固着され、表裏面シート２６，２
７の内外面と防漏シート２８の内面とが固着されている。両側部２２には、縦方向へ延び
る複数条の脚周り用弾性部材６０が収縮可能に取り付けられている。
【００４４】
　後胴周り域２５の両側部２２には、繊維不織布から形成された可撓性のテープファスナ
６１が取り付けられている。テープファスナ６１の固定端部６２は、裏面シート２７の側
部５９と防漏シート２８の固定側部５１との間に介在し、それらシート２７，２８の内面
に固着されている。テープファスナ６１の自由端部６３の内面には、フック部材６４が取
り付けられている。前胴周り域２３には、テープファスナ６１の自由端部６３を着脱可能
に止着する可撓性のターゲットテープ６５が取り付けられている。ターゲットテープ６５
は、プラスチックフィルム６６と、フィルム６６に取り付けられたループ部材６７とから
形成されている（図１１参照）。
【００４５】
　図１１，１２は、着用状態で示す図７の物品２０Ｂの斜視図と、図１１の１２－１２線
矢視断面図とである。図１２では、着用者を二点鎖線で示す。この物品２０Ｂを着用する
手順は、図１のそれと同様であり、その説明は省略する。ただし、この物品２０Ｂでは、
パッド４３を配置部３６に載せると、パッド４３の両端部４７が表面シート２６を挟んで
前後胴周り域２３，２５に延びるコア２９の上方に重なり、パッド４３の両側部４８が配
置部３６の両側縁３９の内側に位置する。
【００４６】
　物品２０Ｂは、それを着用すると、第１および第２弾性部材４０，４１が着用者の股間
部７３でＵ字状に湾曲し、それら弾性部材４０，４１が股間部７３から着用者の腹部７２
と臀部７４とに向かって延びる。物品２０Ｂは、第１および第２弾性部材４０，４１の収
縮力が配置部３６の略全体に作用し、それら弾性部材４０，４１の収縮力によって配置部
３６全体が着用者の股間部７３に向かって吊り上げられるとともに、配置部３６に載せた
パッド４３全体が物品２０Ｂの厚み方向上方へ持ち上げられるので、パッド４３全体を着
用者の肌に密着させることができる。物品２０Ｂは、弾性部材４０，４１の収縮力によっ
て持ち上げられたパッド４３の肌当接面が表面シート２６の上方に位置するので、パッド
４３が着用者の肌に密着し、パッド４３と着用者の肌との間に隙間が生じることはなく、
排泄物をパッド４３に確実に吸収保持させることができる。物品２０Ｂは、第１および第
２弾性部材４０，４１が配置部３６において物品２０Ｂの横方向内方へ弧を画いているの
で、それら弾性部材４０，４１が着用者の股間部７３の湾曲に沿って伸長し、パッド配置
部３６が股間部７３に向かって吊り上げられるとともに、パッド４３が股間部７３に向か
って持ち上げられ、パッド４３を股間部７３に確実に密着させることができる。
【００４７】
　物品２０Ｂでは、パッド４３の両端部４７と両側部４８とから漏れた排泄物が物品２０
Ｂの表面シート２６を透過して配置部３６を囲むコア２９に吸収されるので、排泄物が物
品２０Ｂの外側に漏れてしまうことはない。物品２０Ｂは、第１および第２弾性部材４０
，４１の縦方向両端部４２が前後胴周り域２３，２５に位置するコア２９の下面に延びて
いるので、それら弾性部材４０，４１の収縮力によって前後胴周り域２３，２５に位置す
るコア２９を着用者の肌に押し当てることができるとともに、パッド４３の両端部４７を
着用者の肌に押し当てることができる。
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【００４８】
　物品２０Ｂは、コア２９の上面と配置部３６との間に物品２０Ｂの厚み方向へ段差が生
じ、パッド４３の両側部４８がコア２９の内周壁３７の内側に位置しているので、コア２
９の内周壁３７によってパッド４３の横方向へのずれ動きが阻止され、物品２０Ｂの着用
中におけるパッド４３の横方向へのずれ動きを防ぐことができる。物品２０Ｂは、パッド
４３に着用者の体圧がかかると、配置部３６を物品２０Ｂの厚み方向下方へ押し下げる力
がパッド４３から配置部３６に作用し、配置部３６が弾性部材４０，４１の収縮力に抗し
て物品２０Ｂの厚み方向下方へ凹み、それにともなってパッド４３が物品２０Ｂの厚み方
向下方へ下がるので、パッド４３が嵩張ることはなく、着用した物品２０Ｂに対する違和
感がない。
【００４９】
　物品２０Ｂでは、配置部３６の剛性値が０．１～２．０ｍＮ・ｃｍの範囲にある。配置
部３６の剛性値が０．１ｍＮ・ｃｍ未満では、弾性部材４０，４１の収縮力によって配置
部３６が縦方向へ必要以上に縮み、物品２０Ｂの縦寸法を縮めてしまう場合がある。配置
部３６の剛性値が２．０ｍＮ・ｃｍを超過すると、弾性部材４０，４１の収縮力が配置部
３６の剛性によって妨げられ、弾性部材４０，４１の収縮力によって配置部３６に載せた
パッド４３を物品２０Ｂの厚み方向上方へ持ち上げることができない。配置部３６の剛性
値は、ガーレ法（ＪＩＳ Ｌ １０９６－０１－８.２０.１）に準拠して測定した。その測
定方法は、図１の物品２０Ａのそれと同一である。
【００５０】
　物品２０Ｂでは、弾性部材４０，４１の伸長応力が０．１～４．０Ｎの範囲にある。弾
性部材４０，４１の伸長応力は、弾性部材１本の伸長応力である。弾性部材４０，４１の
伸長応力が０．１Ｎ未満では、弾性部材４０，４１の収縮力が配置部３６に作用せず、弾
性部材４０，４１の収縮力を利用して配置部３６に載せたパッド４３を物品２０Ｂの厚み
方向上方に持ち上げることができない。弾性部材４０，４１の伸長応力が４．０Ｎを超過
すると、弾性部材４０，４１の収縮力によって配置部３６が縦方向へ必要以上に縮み、物
品２０Ｂの縦寸法を縮めてしまう場合がある。なお、弾性部材４０，４１の伸長応力の測
定方法は、図１の物品２０Ａのそれと同一である。
【００５１】
　図１３，１４は、パッド４３を配置部３６に載せた状態で示す他の一例の使い捨て着用
物品２０Ｃの斜視図と、パッド４３を載せる以前の状態で示す図１３の物品２０Ｃの平面
図とであり、図１５，１６は、図１３の１５－１５線矢視断面図と、図１３の１６－１６
線矢視断面図とである。図１３，１４では、横方向を矢印Ｌ、縦方向を矢印Ｍで示し、厚
み方向を矢印Ｎ（図１３のみ）で示す。図１４は、弾性部材５４，５７，６０，７０の収
縮力に抗して物品２０Ｃを縦横方向へ展開させた状態で示す。
【００５２】
　物品２０Ｃは、横方向へ延びる両端部２１と、縦方向へ延びる両側部２２とを有すると
ともに、縦方向に前胴周り域２３および後胴周り域２５と、それら胴周り域２３，２５の
間に位置する股下域２４とを有する。物品２０Ｃは、透液性表面シート２６および不透液
性裏面シート２７と、縦方向へ延びる一対の不透液性防漏シート２８と、表裏面シート２
６，２７の間に介在してそれらシート２６，２７の内面に接合された吸液性コア２９とか
ら構成されている。物品２０Ｃは、図１のそれと同様のオープン型の使い捨ておむつであ
り、排泄物を吸収保持するパッド４３を表面シート２６の外面に載せ、パッド４３ととも
に着用する。
【００５３】
　表面シート２６は、親水性繊維不織布３０から形成されている。裏面シート２７は、図
１のそれと同一の複合シートから形成されている。防漏シート２８は、撥水処理が施され
た疎水性繊維不織布３３から形成されている。コア２９は、図１のそれと同一の混合物で
あり、前後胴周り域２３，２５と股下域２４とに位置し、横方向へ延びる両端縁３４と、
縦方向へ延びる両側縁３５とを有する。パッド４３は、図１のそれと同一であり、透液性
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表面シート４４および不透液性裏面シート４５と、それらシート４４，４５の間に介在す
る所定厚みの吸液性コア４６とから形成され、横方向へ延びる両端部４７と、縦方向へ延
びる両側部４８とを有する。
【００５４】
　股下域２４の横方向中央には、パッド４３を載せる縦方向へ長い略矩形のパッド配置部
３６が画成されている。配置部３６は、コア２９を除く表面シート２６と裏面シート２７
とから形成され、コア２９の内周壁３７に囲まれている。配置部３６は、横方向へ延びる
両端縁３８と、縦方向へ延びる両側縁３９とを有し、両側縁３９間の横方向の長さ寸法が
パッド４３の横方向のそれよりも小さく、両端縁３８間の縦方向の長さ寸法がパッド４３
の縦方向のそれよりも小さい。
【００５５】
　表面シート２６は、コア２９の内周壁３７に沿ってコア２９の上面から下面に向かって
延び、その内面がコア２９の内周壁３７に固着されている。配置部３６では、表裏面シー
ト２６，２７の内面どうしがコア２９の下面の側で互いに固着されている。配置部３６は
コア２９の下面の側に位置し、コア２９の上面と配置部３６との間にはコア２９の厚み寸
法に応じた段差が形成されている。配置部３６には、縦方向へ直状に延びる複数条の伸縮
性弾性部材７０が収縮可能に取り付けられている。弾性部材７０は、配置部３６の横方向
中央に配置され、配置部３６を縦断し、配置部３６の両端縁３９を越えて前後胴周り域２
３，２５に達している。弾性部材７０は、裏面シート２７を形成するフィルム３１と不織
布３２との間に介在し、フィルム３１と不織布３２とに固着されている。弾性部材７０の
縦方向両端部７１は、前後胴周り域２３，２５に位置するコア２９の下面の側に延びてい
る。
【００５６】
　防漏シート２８は、両側部２１に位置して縦方向へ延びる固定側部５１と、表面シート
２６の上方へ起立性向を有して縦方向へ延びる自由部５２と、両端部２２に位置して物品
２０Ｂの横方向内方へ倒伏した固定両端部５３とから形成されている。自由部５２の上方
には、縦方向へ延びる伸縮性弾性部材５４が収縮可能に取り付けられている。防漏シート
２８では、弾性部材５４の収縮力によって表面シート２６の上方へ起立した自由部５２が
排泄物に対する障壁を形成する。
【００５７】
　両端部２１は、コア２９の端縁３４から縦方向外方へ延びる表裏面シート２６，２７の
端部５５，５６と防漏シート２８の固定端部５３とから形成されている。両端部２１では
、端部５５，５６と固定端部５３とが重なり合い、表裏面シート２６，２７の内面どうし
が固着され、表面シート２６の外面と防漏シート２８の内面とが固着されている。端部２
１には、横方向へ延びる複数条の胴周り用弾性部材５７が収縮可能に取り付けられている
。
【００５８】
　両側部２２は、コア２９の側縁３５から横方向外方へ延びる表裏面シート２６，２７の
側部５８，５９と防漏シート２８の固定側部５１とから形成されている。両側部２２では
、側部５８がコア２９の側縁３５から横方向外方へわずかに延び、側部５８からさらに横
方向外方へ側部５９と側部５１とが延びている。両側部２２では、側部５１，５８，５９
が重なり合い、表裏面シート２６，２７の内面どうしが固着され、表裏面シート２６，２
７の内外面と防漏シート２８の内面とが固着されている。両側部２２には、縦方向へ延び
る複数条の脚周り用弾性部材６０が収縮可能に取り付けられている。
【００５９】
　後胴周り域２５の両側部２２には、繊維不織布から形成された可撓性のテープファスナ
６１が取り付けられている。テープファスナ６１の固定端部６２は、裏面シート２７の側
部５９と防漏シート２８の固定側部５１との間に介在し、それらシート２７，２８の内面
に固着されている。テープファスナ６１の自由端部６３の内面には、フック部材６４が取
り付けられている。前胴周り域２３には、テープファスナ６１の自由端部６３を着脱可能
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に止着する可撓性のターゲットテープ６５が取り付けられている。ターゲットテープ６５
は、プラスチックフィルム６６と、フィルム６６に取り付けられたループ部材６７とから
形成されている（図１７参照）。
【００６０】
　図１７，１８は、着用状態で示す図１３の物品２０Ｃの斜視図と、図１７の１８－１８
線矢視断面図とである。図１８では、着用者を二点鎖線で示す。この物品２０Ｃを着用す
る手順は、図１のそれと同様であり、その説明は省略する。ただし、この物品２０Ｃでは
、パッド４３を配置部３６に載せると、パッド４３の両端部４７が表面シート２６を挟ん
で前後胴周り域２３，２５に延びるコア２９の上方に重なり、パッド４３の両側部４８が
表面シート２６を挟んで配置部３６の両側に延びるコア２９の上方に重なる。
【００６１】
　物品２０Ｃは、それを着用すると、弾性部材７０が着用者の股間部７３でＵ字状に湾曲
し、弾性部材７０が股間部７３から着用者の腹部７２と臀部７４とに向かって延びる。物
品２０Ｃは、弾性部材７０の収縮力が配置部３６に作用し、配置部３６が着用者の股間部
７３に向かって吊り上げられるとともに、パッド４３が物品２０Ｃの厚み方向上方へ持ち
上げられる。物品２０Ｃは、弾性部材７０の収縮力によって持ち上げられたパッド４３の
肌当接面が表面シート２６の上方に位置するので、パッド４３が着用者の肌に密着し、パ
ッド４３と着用者の肌との間に隙間が生じることはなく、排泄物をパッド４３に確実に吸
収保持させることができる。
【００６２】
　物品２０Ｃは、弾性部材７０の縦方向両端部７１が前後胴周り域２３，２５に位置する
コア２９の下面に延びているので、弾性部材７０の収縮力によって前後胴周り域２３，２
５に位置するコア２９を着用者の肌に押し当てることができるとともに、パッド４３の両
端部４７を着用者の肌に押し当てることができる。物品２０Ｃは、パッド４３の両側部４
８が配置部３６の両側に位置するコア２９の上方に位置しているので、両側部４８を着用
者の肌に押し当てることができる。
【００６３】
　物品２０Ｃでは、配置部３６の剛性値が０．１～２．０ｍＮ・ｃｍの範囲にある。配置
部３６の剛性値が０．１ｍＮ・ｃｍ未満では、弾性部材７０の収縮力によって配置部３６
が縦方向へ必要以上に縮み、物品２０Ｃの縦寸法を縮めてしまう場合がある。配置部３６
の剛性値が２．０ｍＮ・ｃｍを超過すると、弾性部材７０の収縮力が配置部３６の剛性に
よって妨げられ、弾性部材７０の収縮力によって配置部３６に載せたパッド４３を物品２
０Ｃの厚み方向上方へ持ち上げることができない。配置部３６の剛性値は、ガーレ法（Ｊ
ＩＳ Ｌ １０９６－０１－８.２０.１）に準拠して測定した。その測定方法は、図１の物
品２０Ａのそれと同一である。
【００６４】
　物品２０Ｃでは、弾性部材７０の伸長応力が０．１～４．０Ｎの範囲にある。弾性部材
７０の伸長応力は、弾性部材１本の伸長応力である。弾性部材７０の伸長応力が０．１Ｎ
未満では、弾性部材７０の収縮力が配置部３６に作用せず、弾性部材７０の収縮力を利用
して配置部３６に載せたパッド４３を物品２０Ｃの厚み方向上方に持ち上げることができ
ない。弾性部材７０の伸長応力が４．０Ｎを超過すると、弾性部材７０の収縮力によって
配置部３６が縦方向へ必要以上に縮み、物品２０Ｃの縦寸法を縮めてしまう場合がある。
なお、弾性部材７０の伸長応力の測定方法は、図１の物品２０Ａのそれと同一である。
【００６５】
　それら物品２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃでは、配置部３６が前後胴周り域２３，２５と股下
域２４とに画成されているが、配置部３６が股下域２４の前半分と前胴周り域２３の後半
分とに画成されていてもよく、また、配置部３６が股下域２４の後半分と後胴周り域２５
の前半分とに画成されていてもよい。それら物品２０Ａ，２０Ｂ，２０Ｃは、第１および
第２弾性部材４０，４１や弾性部材７０が配置部３６の両端縁３８を越えて前後胴周り域
２３，２５に位置するコア２９の下面に達しているが、それら弾性部材４０，４１，７０
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が配置部３６にのみ延びていてもよい。
【００６６】
　表面シート２６，４４には、親水性繊維不織布の他に、多数の開孔を有する疎水性繊維
不織布、微細な多数の開孔を有するプラスチックフィルムのいずれかを使用することもで
きる。裏面シート２７，４５には、疎水性繊維不織布、通気不透液性プラスチックフィル
ム、２枚以上の疎水性繊維不織布をラミネートした複合不織布のいずれかを使用すること
もできる。弾性部材４０，４１，５４，５７，６０，７０には、天然ゴムまたは合成ゴム
を使用することができる。裏面シート２７，４５や防漏シート２８には、高い耐水性を有
するメルトブローン不織布の両面または片面に高い強度と良好な柔軟性とを有するスパン
ボンド不織布を重ね合わせた複合不織布（ＳＭ不織布、ＳＭＳ不織布、ＳＭＭＳ不織布）
を使用することもできる。
【００６７】
　繊維不織布には、スパンレース、ニードルパンチ、メルトブローン、サーマルボンド、
スパンボンド、ケミカルボンドの各製法により製造された不織布を使用することができる
。不織布の構成繊維には、ポリエステル系、ポリアクリロニトリル系、ポリ塩化ビニル系
、ポリエチレン系、ポリプロピレン系、ポリスチレン系を使用することができる。構成繊
維には、芯鞘型複合繊維、並列型複合繊維、異型中空繊維、微多孔繊維、接合型複合繊維
を使用することもできる。
【００６８】
　表裏面シート２６，２７，４４，４５どうしの固着、シート２６，２７，４４，４５に
対するコア２９，４６の接合、シート２６，２７に対する防漏シート２８の固着、シート
２６，２７，２８，４４，４５に対する弾性部材４０，４１，５４，５７，６０，７０の
固着には、接着剤、または、ヒートシールやソニックシール等の熱による溶着手段を利用
することができる。接着剤には、ホットメルト型接着剤やアクリル系接着剤、ゴム系接着
剤を使用することができる。
【００６９】
　接着剤は、表面シート２６，４４や裏面シート２７，４５、防漏シート２８にスパイラ
ル状や波状、ジグザグ状、ドット状、縞状のうちのいずれかの態様で塗布されていること
が好ましい。接着剤をそれらの態様でシート２６，２７，２８，４４，４５に塗布すると
、それらシート２６，２７，２８，４４，４５に接着剤が塗布された塗布域と接着剤が塗
布されていない非塗布域とが形成され、それらシート２６，２７，２８，４４，４５どう
しが断続的に固着され、コア２９，４６がシート２６，２７，４４，４５に断続的に接合
されるとともに、弾性部材４０，４１，５４，５７，６０，７０がシート２６，２７，２
８，４４，４５に断続的に固着される。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】パッドを配置部に載せた状態で示す使い捨て着用物品の斜視図。
【図２】パッドを載せる以前の状態で示す図１の物品の平面図。
【図３】図１の３－３線矢視断面図。
【図４】図１の４－４線矢視断面図。
【図５】着用状態で示す図１の物品の斜視図。
【図６】図５の６－６線矢視断面図。
【図７】パッドを配置部に載せた状態で示す他の一例の使い捨て着用物品の斜視図。
【図８】パッドを載せる以前の状態で示す図７の物品の平面図。
【図９】図７の９－９線矢視断面図。
【図１０】図７の１０－１０線矢視断面図。
【図１１】着用状態で示す図７の物品の斜視図。
【図１２】図１１の１２－１２線矢視断面図。
【図１３】パッドを配置部に載せた状態で示す他の一例の使い捨て着用物品の斜視図。
【図１４】パッドを載せる以前の状態で示す図１３の物品の平面図。
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【図１５】図１３の１５－１５線矢視断面図。
【図１６】図１３の１６－１６線矢視断面図。
【図１７】着用状態で示す図１３の物品の斜視図。
【図１８】図１７の１８－１８線矢視断面図。
【符号の説明】
【００７１】
　２０Ａ　　使い捨て着用物品
　２０Ｂ　　使い捨て着用物品
　２０Ｃ　　使い捨て着用物品
　２１　　両端部
　２２　　両側部
　２３　　前胴周り域
　２４　　股下域
　２５　　後胴周り域
　２６　　透液性表面シート
　２７　　不透液性裏面シート
　２８　　不透液性防漏シート
　２９　　吸液性コア
　３４　　両端縁
　３５　　両側縁
　３６　　配置部
　３７　　内周壁
　３８　　両端縁
　３９　　両側縁
　４０　　第１伸縮性弾性部材
　４１　　第２伸縮性弾性部材
　４２　　縦方向両端部
　４３　　パッド
　４４　　透液性表面シート
　４５　　不透液性裏面シート
　４６　　吸液性コア
　４７　　両端部
　４８　　両側部
　７０　　伸縮性弾性部材
　７１　　縦方向両端部
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